
(2)今後の方向性

平成２８年より選挙権年齢が２０歳以上から１８歳以上へと引き下げられた
ため、従前の啓発だけではなく、大学生や高校生に向けた啓発活動も引き
続き取り組んでいく必要がある。

選挙時に選挙啓発用のビラを作成し、所沢市明るい選挙推進協議会委員の方々と共
にビラの頒布を行った。

(1)平成27年度中に改善した点（改善内容・その結果について記載してください） (2)平成27年度成果指標の目標値が未達成の理由・分析

小中学校・高等学校に対する啓発に対して改善の余地がある。参加してい
ない学校に対して今後より一層啓発していく必要がある。
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次長　川口　浩

継続

若年層への啓発として、選挙時の期日前投票立会人として18歳～20歳の選挙人を積
極的に登用したり、秋草短期大学、早稲田大学にて啓発物資を地元の学生に配布し
たりするなどの啓発活動に取り組んでいる。
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公職選挙法第6条の規定により、政治家や有権者に対する寄附禁止等のルールを周知徹底し、明るい選挙の実現をめざすとともに、有権者（特に20歳代の若年
層）の政治・選挙への関心を高める。
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事業の具体的な内容及び実施方法

平成 26 年度対象（誰を、何を対象としているのか）

対象数
年度

　選挙犯罪や義理人情などによる歪んだ選挙を廃し、選挙が公正かつ適正に行われ、国民の意思が政治に正しく反映されるように昭和27年に
「公明選挙運動」が提唱され、その後、昭和40年に「明るく正しい選挙推進運動」、さらに昭和49年に「明るい選挙推進運動」に改称され、有権者
の棄権防止を呼びかける運動と併せて続いている。

総合計画の体系 章 行財政運営 市民参加の推進と仕組みづくりを進めます
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明るい選挙啓発事業は、各種の事業を通じて、政治・選挙に対する関心を高
め、投票率の向上とともに、明るい選挙の実現を目指しているが、事業の性
格から継続して地道に行うことが重要である。
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「実績」
縮小図る

啓発事業への参加校数
平成26年度に啓発事業に参加した小中
学校・高等学校数

校

単位

選挙機材の貸出件数 小中学校・高等学校への貸出数

明るい選挙啓発標語作品出品数 小中学校からの出品数

明るい選挙啓発ポスター作品
出品数 小中学校・高等学校からの出品数

開始年度 昭和31
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①明るい選挙啓発ポスター事業‥・小中学校・高等学校及び特別支援学校に通う児童生徒を対象に作品を募集し審査会・展示会・表彰式を実施。②明るい選挙啓
発標語事業‥・小中学校・高等学校及び特別支援学校に通う児童生徒を対象に作品を募集し審査会を実施。③選挙器材の貸出‥‥小学校の児童会及び中学校・
高等学校の生徒会の役員選挙の際に、投票箱・記載台を貸し出して、模擬投票を体験してもらう。④新成人啓発事業‥・20歳の誕生日を迎えた新成人にバースデ
イカードを郵送して、選挙の大切さを呼びかけ、併せて選挙のしくみを知ってもらうため投票立会人を募集。⑤明るい選挙の周知‥‥啓発のパンフレットや冊子等の
配布、市ホームページによる周知。⑥投票参加の呼びかけ‥‥選挙時において懸垂幕・横断幕・幟旗の掲出、街頭での啓発物資の配布、防災行政無線による広
報、「選挙のお知らせ」のポステｲング。
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